
【歴史】第４章「近世の日本と世界」（Ｐ８３～１２６）

基 本 的 な 学 習 内 容 ⑩

２年 氏名（ ）

【経済の成長と幕政改革 ②】 （教科書Ｐ１１４～１１５）

① １７世紀の末から１８世紀の初めにかけて、 ①
文化

上方で発展した文化は何か。

② ①の文化の中心となったのは、どのような人 ②

人か。

③ ①の文化で、「日本永代蔵」などの作品を書い ③

た人物は誰か。

④ ③の人物は、商売での競い合いや人間の欲望 ④

をありのままに描いた。このような作品をま

とめて、何と言ったか。

⑤ ①の文化で、人形浄瑠璃の脚本で、 ⑤

特に「心中物」を書いた人物が誰か。

⑥ ①の文化の時代に、俳諧の芸術性を高め、東 ⑥

北地方などへ旅をした人物は誰か。

⑦ ⑥の人物が、東北地方などを旅しながら ⑦

書いたものは何か。

⑧ ①の文化の時代に、屏風などに優美な装飾画 ⑧

を描いた人物は誰か。

⑨ ①の文化の時代に、江戸で浮世絵を描き始め ⑨

た人物は誰か。

解 答

元 禄

町 人

井原 西鶴

浮世草子

近松門左衛門

松尾 芭蕉

奥の細道

尾形 光琳

菱川 師宣



⑩ ①の文化の特徴を、「町人」「上方」「活気」の３語を使って、簡潔に説明し

なさい。

例 上方で、町人を中心に発展した、活気に

あふれた文化。


